
【令和８年度　感染症対策多職種連携研修会】

●開催日　令和8年5月20日（水）19時～20時10分

●テーマ　「小児感染症から考える成人・高齢者感染対策-呼吸器感染症を中心に-」

●当日参加者　90人（Zooｍ58人　YouTube32人）　参加率78.2％（申し込み　115人）　

●アンケート回答数　42人　回答率　46.6％
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Ｑ２：今後の業務に役立つ研修会であったか？

大いに役立つ まあまあ役立つ どちらでもない あまり役立たない 全く役立たない
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●参加者からの感想
・インフルエンザの状況が詳しく参考になった。
・大変良かった。
・詳しく説明頂いて勉強になりました。
・大変参考になりました。高齢者分野にも視点をむけコメントもありよかった。
・まあ役に立つた。
・感染症の種類、特徴、統計データや事例をふまえ、注意すべき点も知れて良かった。
・テンポがよく、分かりやすかった。
・幅広い年齢層に対する感染症を事例を含め講習いただき、とても勉強になりました。
・大変勉強になりました。明日からの患者さんへの対応に活かしたいと思います。
・ワクチンの定期接種など、知らないことがあった。
・興味深かった。
・呼吸器感染症の動向について学ぶことができた。
　患者や患者家族に対してどのように対応すべきか考えるきっかけとなった。
・何度か画面がダウンした。当方のパソコンが原因でしょうか？
・大変勉強になりました。
・介護職として、内容が難しかったが、今後のケアに役立つ情報や施設で取り組まなければならないことなど参考に
　なりました。
・小児科のウィルス対策についてはわかりやすかったです。高齢者の部分も今後多く取り入れてほしかったです。
・実際の症例や治療を知ることができ、勉強になりました。
・代表的な感染症の症状から最近の症例、新しいワクチンの有効度、治療法など網羅的に知ることができ、
　自分が持っている感染症の知識がアップデートできた。
・大変勉強になりました。ありがとうございました。
・大変勉強になりました。
・感染症を網羅していただき、死亡例など実際の現場の終着点など、なかなか踏み込めない話があり、
　とても参考になった。
・よくある感染症について、理解を深めることができた。
・子どもの感染症が、高齢者への広がり方が、理解でき、大変役にたった。
・よく知らない分野で、とても勉強になりました。
・勉強になりました。ありがとうございました。
・私が務める薬局にも風邪のお子さんや高齢者の方が来局されることが多いため、重症化を見逃さないために
　気をつけていこうと改めて感じました。大変参考になりました。ありがとうございます。
・小児の感染症は不慣れな部分も多かったが、今回の研修が良い刺激になりました。
　内容もわかりやすく勉強になりました。
・小児からの感染症について知る事ができてよかった。
・感染症対策は、本当にいたちごっこなんだなあと感じました。
　多分、どこかで覚悟が必要になる、そういう時のために、心を備えて置きたいと思いました。
・感染症について理解を深めることができました。
　特に小児の視点はこれまで意識が薄かったため、今回の学びを繋げていきたいです。
・代表的な感染症に関して小児、高齢者のデータから気をつけておくべきことを知ることができました。
・現在子育て中なので、小児の感染症について詳しく知ることができて、今後気を付けるべきことや対策など教えて
　いただけて勉強になった。
・薬の使い分け・投与期間、臨床判断(菊田先生の私見含め)など処方意図を説明するのに有用な知識を学ぶことが
　できました。
・子供がいる職員は、出来る限り学校の流行状況の情報を共有し施設内に感染を広めない工夫が必要と思いました。
・小児から高齢者の感染につながっていることをあらためて知りました。
・小児の感染症について、分かりやすく解説して頂き、ありがとうございました。
　特に、RSウイルスは子供の感染症と思っていたので、高齢者の感染が死亡に繋がる事を知り、勉強になりました。
　施設を訪問する事もあるため、感染症のキャリアにならないように注意しなければならないと、改めて感じました。
・とてもわかりやすいご講演でとても参考になりました。
　小児の感染症が高齢者の感染症へ繋がっていることを知りました。
　やはりインフルエンザの流行前には予防接種が大事だと思います。若い子にも伝えたいと思います。
・専門的な話で難しいと感じたが聞くことが出来て良かった。
・感染症対策は病院や診療所だけではなく、家庭や学校など地域全体での連携が大切であると思いました。
　実際の症例の話もあり、考える機会となりました。
・インフルエンザ脳症って発症してしまったら手の打ちようが無いとは知らなかったです。
　（一応試しに使える薬があるというのは理解しました）
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●今後の研修会開催に関するご意見

●その他、ご要望・ご意見

　

・コロナ感染も少なくなってきているが、初心にかえって感染予防の基礎の話。
・消化器感染症など。
・生産性向上。
・皮膚感染症。
・メンタルヘルス。
・うつ病。
・多剤併用。
・看取りについて。
・現場での感染予防の具体的なスキルについて。
・高齢者や胃瘻の方におけるエンシュアなど栄養剤についての使い方についての研修。
・現在の感染症や、感染症対策について、最新の治療法など。
・夏に向かって毒虫に刺された時の対応や、どの程度の症状から受診した方が良いのか等知りたいです。
・いろいろな専門分野の先生のご講演は新たな発見がありとても良いと思います。
　今回の講演も新たな視点でとても勉強になりました。

・いつもありがとうございます。
・現場で感染症のどんなことに困っているのか、声を聞かせていただけたら、参考になると思います。
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